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３ 要  旨 

 黒毛和種の繁殖経営では、子牛を４カ月齢頃まで母牛と一緒に飼養する自然哺育の形態が一般的であるが、自
然哺乳における子牛の頻繁な吸乳刺激が母牛の発情回帰を遅らせる一因となっている。そこで、分娩後３日以内
の超早期に母子分離を行うことによる親牛の繁殖性向上への効果について検討した。また人工哺育で育成した雌
牛が親牛になったときの哺育能力についても調査した。 
（１）分娩後初回発情までの日数は、超早期母子分離区で26.3日、自然哺育区で36.4日となり、超早期母子分離
区で短縮される傾向にあった。  
（２）分娩後初回授精までの日数は、超早期母子分離区で41.1日、自然哺育区で53.8日となり、超早期母子分離
区で短縮される傾向にあった。 
（３）授精回数は超早期母子分離区、自然哺育区ともに1.5回となった。 
（４）空胎期間は超早期母子分離区で56.1日、自然哺育区で62.0日となり、超早期母子分離区で短縮される傾向
にあった。 
（５）人工哺育育成雌牛の産子と自然哺育育成雌牛の産子の2ヵ月齢DGはそれぞれ0.53、0.55となりほぼ同等の発
育となった。 
 以上のことから、超早期母子分離により、初回発情までの日数、初回授精までの日数および空胎期間を短縮で
きることが示唆された。また、人工哺育育成雌牛の哺育能力には問題ないことが判明した。
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